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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
二
号

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
七
年
法
律
第
百
七
号
）
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
附
則
第
八

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
女
子
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
三
十
条
第
三
項
及
び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を

行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
働
く
婦
人
の

家
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
及
び
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

働
く
婦
人
の
家
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
及
び
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い

て
の
望
ま
し
い
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
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（
働
く
婦
人
の
家
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

働
く
婦
人
の
家
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
労
働
省
告
示
第
五
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
建
物
）

（
建
物
）

第
五
条

働
く
婦
人
の
家
の
建
物
の
特
定
主
要
構
造
部
は
、
耐
火
構
造
で
な
け

第
五
条

働
く
婦
人
の
家
の
建
物
の
主
要
構
造
部
は
、
耐
火
構
造
で
な
け
れ
ば

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
基
準
（
平
成
七
年
労
働
省
告
示
第
百
九
号
）
の
一

部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
建
物
）

（
建
物
）

第
五
条

勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
建
物
の
特
定
主
要
構
造
部
は
、
耐
火
構
造

第
五
条

勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
の
建
物
の
主
要
構
造
部
は
、
耐
火
構
造
で
な

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


